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１．実 施 日 平成１６年９月２１日（火） 

２．実施場所 ほほえみホール（ほほえみプラザ４階） 

３．参加者数 ９３人 

４．回 答 数 ６１人（回収率：６５．６％） 

５．回答結果（単位：人） 

 

■設問１：ご自身についてお答えください。 

議会議員 区長 役場職員 その他 合計 

１１ １ ４６ ３ ６１ 

 

■設問２：今回のセミナーについてどのように感じられましたか。 

 大変参考になっ

た 

どちらともいえ

ない 

余り参考になら

なかった 
無記入 

議会議員 １１  ０ ０ ０ 

区  長  １  ０ ０ ０ 

役場職員 ３６ １０ ０ ０ 

そ の 他  ３  ０ ０ ０ 

合  計 ５１ １０ ０ ０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「大口町自治行政セミナー」アンケート集計結果 

設問２

84%

16%

0%

0% 大変参考になった

どちらもといえない

余り参考にならなかっ
た

無記入
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■設問３：今後、このようなセミナーがあれば参加したいと思いますか。 

 
参加したい 

どちらともいえ

ない 
参加したくない 無記入 

議会議員 １１ ０ ０ ０ 

区  長  １ ０ ０ ０ 

役場職員 ３４ ８ １ ２ 

そ の 他  ３ ０ ０ ０ 

合  計 ４９ ８ １ ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■設問４：新たな気づきや、考え方の変化などはありましたか。 

［議会議員］ 

・議会の働きについては理想ではあるが、現実にできるか。（議会の招集、議案の作成等）

・議会議員がやろうとするならば、有能な議会事務局員及び、職員が何人必要になるだろ

うか。一度考えてみたい。 

・行政の合理化について、今後は臨時職員の採用を多くしたい。 

・物事の成り立ちや、原点の重要性を大変感じた。日頃の何気ない活動の意味をもう一度

じっくりと考えたい。 

・地域それぞれの協働によるまちづくり、地域づくりを、改めて考えなければならないと

強く感じた。ボランティア活動の有益性も知らされた。 

・体制側の考え方がよく分かって楽しかった。 

・人の考え方の違いを感じ大変参考になった。 

 

設問３

82%

13%

2%

3%

参加したい

どちらともえいない

参加したくない

無記入
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［役場職員］ 

・とても理解できる、意義あるご講演だった。 

・現在の大口町の目指している方向が、少なくとも地方分権や住民自治の視点から外れて

はいない事が確認できたような気がする。もっとたくさんの職員に聞いてもらうべきだ

と思う。 

・行政についての考え方が一部変わったような気がする。 

・協働について考える機会となった。 

・行政のあり方についての考え方に大変共感した。 

・漠然と考えていた事や、感覚では持っていた事を、共生のお話をお聞きして、「自治・

まちづくり」が具体化できたと思う。行政と議会のあり方や、住民参加について、「人

の元気」「教育」「地域の食」で表現された。今後、その思いを育んでいけたらと思う。

地域を担う、住民、職員として時を重ねたいと思う。 

・私達が現在置かれている状況が、今どんな所に置かれているのかが分かり、今後、自分

たちで考えをもって動かなければ、大変な時代が来るのだと改めて思った。職員や住民

の意識改革には、とても良い話だと思った。 

・自分達のまちづくりをどう考えていくか、また、自分のこれからの立場について考え直

す良い機会となった。 

・行政職の位置づけ。 

・分業のあり方を考える。 

・住民に身銭を切らす。 

・参考になった。 

・自治行政セミナーに参加して、今、自治体が抱えている問題以上に自治体の職員、住民

の意識を改革することが大切である。人の心を動かせる行政づくりをしなければ等、大

変に勉強になった。この様なセミナーを今後受講したい。 

・住民が本気になれるよう、職員としても自覚と勇気を持つ必要性を再認識した。 

・国・県・市町村・地域の構成員一人ひとりが、自覚と役割意識が持てれば、良い組織が

できると思った。 

・どの立場においても、考えなければいけないお話しで、よく分かった。職員として、こ

れからの行政の変化を自立した形で行動していけるようにしていきたいと思った。 

・セミナーの主題とは違うが、自分は自然と人との関係についての話は大変「すばらしい」

と思った。今まで、講演会・セミナーで「よかった」「今後役に立つ」という講演会は

あったが、「すばらしい」と思う講演会はなかった。 

・議会と議員の本来の役割というのが初めて分かった。 

・本来の地方自治のあり方が分かった様な気がする。本当に職員がやらなければならない
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仕事なのかを考える必要がある。そのためには、色々な面からチェックする。 

・「自然」「物」「人」⇒事ができる。心と技＝文化。 

・地域で底力を出して行うことについて、地域の成り立ち（自然・物・人）からつくり出

すことを教わった。自分としても何か考えなければいけないと思った。 

・手前の話ばかりで「先」が見えなかった。機会があれば「先」の話も聞きたい。 

・特に変わった内容ではなかった。議員の話は、昨年他の講演で聞いたので。 

［区長・その他］ 

・地方自治・行政について、新たな知識を得ることができた。先生の考え方は大変立派で

楽しく聞くことができた。 

・地方自治の様々な動きを知ることができ、大変参考になった。 

・人をいかにして人間にまで育てるか。 

・議会の役割について、全く同感の思いをしている。農村型社会の中で現在のあり方が作

られてきている。いかに、そのあたりの発想転換をしていくかが、大きな課題であれ、

ぜひ新しい望ましいあり方を求めていきたい。 

 

 

■設問５：開催方法等、改善した方が良いと思う点はありますか。 

［議会議員］ 

・地域住民の参加も必要ではないか。 

［役場職員］ 

・席が無い。 

・声が小さい。ボリュームを少し大きくした方が良い。（他１名同意見） 

・ピンマイクを使用してほしい。（他１名同意見） 

・「単発セミナー」は「その場限り」に陥りやすいので、継続した開催を期待する。 

・せっかくの機会なので、一般住民も含め、興味があれば誰でも参加できると良いと思う。

・講師用の飲み物。 

・制約の多い中でお疲れ様であった。今後もこんな機会があると良い。 

・今回のように議員・区長・学校長とともに同じ話を聞き、それぞれが考えるということ

は、大変意義あることだと考える。 

・他の自治体の例をもっと聞きたかった。 

［区長・その他］ 

・分野ごとのセミナーがあっても良いのではないか。例えば、福祉、教育、税など。 

 


